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【目的】
薬物乱用は，20 歳代を中心とした若年層への薬物乱用が顕著となり，大きな社会問題化している。有床精神科医療施設に対する調査（2006）では，20歳未満で覚せい剤使用を開始した者の割合は40%（105例）であった。初回使用年齢は男性21.7歳，女性は19.5歳であった。青年期は親や社会が危険だからと禁止していることにも，興味関心を示し冒険心に富む年代でもある。看護学生も決して例外ではないが，看護基礎教育の場で薬物乱用防止教育は行われていない。精神看護学では，患者理解をより深める方法として当事者の体験発表を行っている。当事者を招いての講義にも，時間の制約や運営上の課題もある。
そこで，ビデオ教材を作成し，精神看護学の授業に組み入れ，薬物乱用防止教育の効果について検討することを目的とした。

【方法】

ビデオ教材の作成：民間の更生支援施設へ通う薬物依存症回復者3名の協力を得て，学生が当事者の薬物を開始したきっかけやその後の人生，その時々の思いなどを理解しやすいようにストーリー性を持たせ，思いや苦しみなどを引き出せるように対話形式で作成した。ビデオ作成に関しては，薬物更正支援施設に対して研究の目的・意義を口頭と書面で説明し，同意書を得た。看護学科の2年次生83名に，ビデオ観賞前に授業の充実を図るためのビデオ教材の有用性について研究する目的でレポートを研究に使用する旨を伝え，個人が特定されずプライバシーは守られること等を説明し，同意を得た。精神看護学の授業の1コマを当て，ビデオを学内配信するWeb上で実施し，視聴後の課題レポート（自由記載文）から，患者理解，薬物乱用に関する内容を抽出しカテゴリ化した。
【結果】

1）対象者の特性：対象者は，対象者の性別は，男子8名(9.6%)，女子75名(90.4%)で，平均年齢19.4歳（SD =1.92）。2）対象者83名の回答内容から479コードを抽出し，7コアカテゴリを形成。薬物乱用に関して：1．自分自身の行動について，1）薬物に手を出してはいけない。ビデオの言葉を忘れないことが自分に出来ること，2）薬物を乱用すると一つも良いことがないと確信した，3）治療も大変だし薬物依存症にはなりたくないと決めた（市販薬も用量を守る），4）経験者の話を無駄にしないで，前を見つめて生きたい，5）忘れずに道を踏み外さないよう教訓にしたい，6）夢中になれるものを見つけ，自分が必要とされていることを認識した，7）断る･拒否する勇気必要，止めて良くないといいたい，8）強い意志をもつ事大切，9）｢薬物を使いたい｣気持ちに勝つ。2．啓発に関して，1）周囲にいたらすぐに止めるように声をかけたい，2）身近な友人を救いたいけど難しさを感じたなどの回答があった。
【考察】
看護基礎教育においてビデオ教材を用いた薬物乱用に関する教育効果を得ることが確認された。看護学生への薬物乱用防止教育を図っていくことが必要ではないかと考える。






